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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
１

９
回

ー
２
    

春
季
連
休
中

春
季
連
休
中

春
季
連
休
中

春
季
連
休
中
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へへ へへ
のの のの
来
宿
者

来
宿
者

来
宿
者

来
宿
者
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
補
修
作
業

補
修
作
業

補
修
作
業

補
修
作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

    

◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
４

月
３

０
日

(
火

)
 
～

５
月

０
２

日
(
木

)
 

 

◇
参

加
者

；
３

０
日

 
川

島
 

功
、

生
熊

敏
男

、
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、

竹
中

卓
治

、
奥

村
順

夫
、

梶
野

照
雄

。
 

１
日

 
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
竹

中
卓

治
、

奥
村

順
夫

、
 

 
 

 
 

瀧
本

昭
太

郎
。

 

２
日

 
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
瀧

本
昭

太
郎

、
志

岐
 
敬

、
 

山
本

直
子

、
梶

野
照

雄
、

畑
林

秀
味

、
畑

林
清

子
、

 

大
江

徳
子

、
中

川
冶

平
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参

加
者

１
４

名
、

延
２

２
名

。
 

 

第
一
日
目

第
一
日
目

第
一
日
目

第
一
日
目
    
四四 四四
月月 月月
三
十

三
十

三
十

三
十
日日 日日
(( ((
火火 火火
)) )) 

曇
り
後

雨
 

( 来
宿

者
２

８
名

) 

平
成

最
後

の
日

、
元

号
が

革
め

ら
れ

る
の

で
今

年
の

ゴ
ー

ル
デ

ィ
ン

ウ
ィ

ー
ク

は
１

０
連

休
と

な
っ

て
、

か
な

り
の

小
屋

予
約

が
予

想
さ

れ
た

。
 

４
月

に
入

り
や

は
り

違
う

、
昨

年
、
一

昨
年

と
は

全
然

違
う

、
ほ

ぼ
毎

日

電
話

が
入

り
多

い
日

は
三

件
・

四
件

と
あ

る
。

最
終

的
に

は
5
/1

8
の

熊
野

修
験

４
０

人
を

含
め

て
５

３
組

１
７

０
人

に
達

し
た

。
例

年
予

約
申

込
者

は

利
用

の
２

割
か

ら
３

割
ま

で
の

感
覚

あ
る

の
で

、
飛

び
入

り
者

が
ど

れ
だ

け

い
る

の
か

不
安

で
あ

る
。

 

今
日

は
、
沖

崎
、
濱

野
、
竹

中
、
奥

村
の

４
人

が
担

当
。
１

１
時
半

頃
に

小
屋

に
入

る
。
今

日
と

明
日

は
雨

予
報

で
、
午

前
中

は
何

と
か

降
ら

れ
ず

来

れ
た

が
、

小
屋

着
後

か
ら

雨
と

な
っ

た
。

 

小
屋

に
は

、
持

経
宿

か
ら

の
縦

走
者

が
５

人
程

、
雨

で
あ

り
今

日
は

こ
こ

で
停

滞
泊

す
る

と
決

め
込

ん
で

い
た

。
 

１
４

時
前

に
梶

野
君

が
荷

揚
げ

、
入

れ
替

わ
り

に
前

半
担

当
者

の
川

島
、

生
熊

さ
ん

が
下

山
す

る
。

 

夕
方

は
来

宿
者

で
混

み
合

う
こ

と
も

予
想

さ
れ

る
の

で
、
片

付
け

や
ら

食

事
の

準
備

、
小

屋
か

ら
管

理
棟

へ
、
管

理
棟

か
ら

小
屋

へ
何

回
も

往
復

し
段

取
完

了
。

 

１
５

時
頃

か
ら

１
７

時
過

ぎ
ま

で
、
ほ

ぼ
切

れ
目

な
く

到
着

、
１

６
時

過

ぎ
に

は
２

０
人

位
に

な
っ

て
い

る
。

 

先
着

か
ら

５
名

に
濱

野
君

先
導

で
水

汲
み

行
っ

て
貰

う
、
そ

の
後

も
順

次

水
場

へ
、

空
タ

ン
ク

も
全

て
満

タ
ン

に
な

る
。

 

奥
村

君
も

ビ
ー

ル
、
コ

ー
ラ

の
販

売
に

忙
し

い
、
１

７
時

前
に

は
２

５
名

位
に

な
っ

た
か

、
ま

だ
来

る
の

か
小

屋
に

入
れ

る
の

か
ヒ

ヤ
ヒ

ヤ
だ

。
 

１
７

時
前

に
挨
拶

を
さ
せ

て
も

ら
っ

た
「
情

報
と

し
て

明
日

の
天
気

予
報

。

お
願

い
と

し
て

、
あ

と
何

人
か

来
る

だ
ろ

う
皆

さ
ん

の
ス
ペ

ー
ス

を
詰

め
、

そ
の

方
々

の
寝
床

が
確
保

で
き

る
協
力

を
し

て
下

さ
い

。
志
納
金

を
忘

れ
ず

に
」
と

、
そ

し
て

最
後

に
、
今

日
は

平
成

最
後

の
日

、
明

日
は
令
和

元
年

最

初
の

日
、

元
号

も
変

り
夜

中
の

０
時

に
は

元
号

ま
た

ぎ
と

な
る

。
 

大
峰

の
こ

の
行
仙

宿
小

屋
で

、
そ

の
歴
史

的
瞬
間

を
皆

さ
ん

と
お
お

い
に

祝
お

う
、
皆

さ
ん

も
私

も
一

生
忘

れ
ら

れ
な

い
思

い
出

に
な

る
だ
ろ

う
と

一

言
申

し
上

げ
た

。
 

持
参

し
た
「
お

で
ん
」

を
皆

さ
ん

に
提
供

し
た

。
ビ

ー
ル

と
コ

ー
ラ

が

良
く

売
れ

た
、
こ

ん
な

も
ん

か
と
少
々
驚

く
。
最

終
２

８
名

の
来

宿
に

な
っ

た
。

夕
方

、
１

８
時

前
に

管
理

棟
に
移

り
一
杯

、
就
寝

と
な

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

 
来

宿
者

に
情

報
・

お
願

い
な

ど
挨

拶
 

 
 

 
 

 
 

 
管

理
棟

で
夕

食
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 第
二
日
目

第
二
日
目

第
二
日
目

第
二
日
目
    
五
月
一
日

五
月
一
日

五
月
一
日

五
月
一
日
( 水水 水水
) 「
令
和
元

年
最
初

の
日
」

 
曇

り
後

雨
 

 

( 来
宿

者
１

８
名

) 

早
朝
よ

り
小

屋
で
見
送

り
、
６

時
前

後
頃

を
ピ

ー
ク

に
一

人
二

人
と

半
乾

き
の

雨
衣

で
出
発

す
る

。
 

雨
が

降
っ

て
い

な
い

が
、
今

に
も

来
そ

う
だ

、
７

時
前
簡
単

に
朝

食
を
済

ま
せ

る
。
７

時
半
よ

り
奥

村
君

に
は
室
内
整

理
、
通

過
者

の
対
応

を
お
願

い

し
、

沖
崎

、
濱

野
、

竹
中

の
３

人
で
左
記

の
作
業

を
行

っ
た

。
 

①
 
管

理
棟
北
側

の
行
仙
岳

へ
の
登

り
口

に
デ
ポ

の
丸

太
５

本
を
補
給
路

の
２

１
番
鉄
塔
近

く
に
運
ぶ

。
 

②
 
林
道
登

山
口

に
デ
ポ

し
て

い
る

下
北

山
村
寄
贈

の
丸

太
２

８
本

を
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

へ
運

び
上

げ
る

。
 

③
 
そ

の
２

８
本

を
１

１
本

は
終
点

に
デ
ポ

、
１

４
本

を
補
給
路

１
５
曲

の
現

場
に

降
ろ

し
、
残

３
本

を
中

の
峪

下
の
峪

修
復

に
使

用
。

 

④
 
下

の
峪

と
中

の
峪

で
各

１
ヵ
所
道
崩

れ
防
止
作
業

を
行

っ
た

。
 

中
の
峪

で
作
業

中
に

瀧
本
氏

が
上

が
っ

て
来

ら
れ

た
。
彼

は
ご
存
知

の
通

り
紀
伊

半
島

の
山

、
三
角
点

へ
の
造
詣

が
深

く
、
又
道
作

り
な

ど
の
土

木
的

作
業

に
も

経
験
豊
富

だ
。
何
よ

り
も

あ
り

が
た

い
の

は
、
我
々

の
活
動

に
も

強
く

理
解

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
こ

と
だ

、
彼

の
加

入
で

一
段

と
ス
ピ

ー
ド

ア
ッ
プ

し
た

。
雨

も
来

だ
し
昼

も
近

く
な

り
作
業

を
終
え

た
。

 

 
 

 
 

中
の

峪
下

の
道

崩
れ

補
修

と
作

業
終

了
 

小
屋

に
戻

る
と

奥
村

君
は

、
毛
布

を
全

て
た

た
み

直
し

、
宿
内

も
き

れ
い

に
整

理
し

て
い

て
く

れ
て

い
た

。
 

昼
食

後
、
順

次
縦

走
者

が
雨

の
中

到
着

す
る

。
水

汲
み

の
お
願

い
、
寝

場

所
の

位
置

、
濡

れ
て
ド
ロ
ド
ロ

と
な

っ
た

雨
具

の
事

な
ど

一
人

一
人

に
対
応

し
た

。
 

こ
の

日
は

最
終

的
に

は
１

８
人

の
利

用
と

な
る

。
１

７
時

前
、
昨

日
同
様

大
峰

や
行
仙

宿
へ

の
来
訪
お
礼

、
諸
注
意

や
ら
お
願

い
な

ど
申

し
上

げ
た

。
 

１
８

時
頃

管
理

棟
へ
移

り
一
杯
就
寝

と
し

た
。
尚

、
奥

村
・
竹

中
の
両

君

は
、

こ
の

日
一

泊
二

日
協
力

い
た

だ
き

、
１

４
時

過
ぎ

頃
に

下
山

し
た

。
 

こ
の

日
も
ト

ラ
ブ

ル
、
事
故

、
苦
情

も
無

く
、
大

半
の

方
か

ら
お
礼

、
感

謝
の
言
葉

を
い

た
だ

い
た

。
 

尚
、
瀧

本
氏

は
、
本

日
日
帰

り
で

四
ノ

川
林
道

の
詰

め
に

三
角
点

の
あ

る

「
槙

の
塔

山
」
踏
破

予
定

も
小

屋
の

多
忙

が
気

に
な

っ
た
様

で
、
「
槙

の
塔

山
」

は
明

日
に

し
て
手
伝

う
と

の
申

し
出

を
い

た
だ

い
た

。
 

 第
三
日
目

第
三
日
目

第
三
日
目

第
三
日
目
    
五五 五五
月月 月月
二
日

二
日

二
日

二
日

( 木
) 

早
朝
よ

り
登

山
者

を
見
送

る
。
今

日
は

山
本

、
志

岐
両
氏

に
バ
ト

ン
タ
ッ

チ
す

る
の

で
、
小

屋
内

の
整

理
な

ど
で

忙
し

い
。
梶

野
君

と
の
打

合
せ

で
１

０
時

半
過

ぎ
登

山
口

に
着

く
の

で
、
モ
ノ
レ

ー
ル

を
降
ろ

し
荷
上

げ
手
伝

い

頼
む

と
話

し
あ

っ
て

、
濱

野
君

と
二

人
で

１
０

時
過

ぎ
モ
ノ
レ

ー
ル

終
点
地

へ
降

り
る

。
 

 
 

 
 

 

三
角

点
踏

査
へ

 
 

 
 

荷
上

げ
 

 
 

 
 

快
晴

の
下

の
行

者
堂
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コ
ー

ラ
、
ビ

ー
ル

に
加
え

て
、
志

岐
さ

ん
冬

用
キ
ス
リ

ン
グ

に
は

、
食
材

や
着

替
え

、
又

電
気
炊
飯
器

ま
で

入
っ

て
い

て
２

５
㎏
以
上

あ
る

と
の

こ
と

、

５
人

で
手
分

け
し

て
持
ち

、
昼

前
に

小
屋

へ
入

る
。
持

込
日

の
整

理
や
通

過

者
へ

の
対
応

な
ど
両
氏

へ
の
引
継

ぎ
事

の
説

明
で

忙
し

い
。

 

そ
れ

に
し

て
も

コ
ー

ラ
が
良

く
売

れ
る

。
通

過
者

の
ほ

ぼ
全
員

が
飲

ん
で

行
く

、
ビ

ー
ル

も
発
泡
酒

で
は

な
く

１
０

０
円
高

い
ス

ー
パ

ー
ド

ラ
イ

を
所

望
す

る
新
発
見

だ
。

 

濱
野

君
は

明
日
茶
臼
岳

～
雨
谷

山
へ

の
登

山
準

備
も

あ
る

の
で

、
ま

ぐ
ろ

の
せ
せ

り
・
カ
マ

を
差

し
入

れ
し

て
下

さ
っ

た
日
帰

り
組

の
畑

林
秀

味
・
清

子
、

中
川

、
大

江
さ

ん
達

４
人

と
一
緒

に
１

４
時

前
に

下
山

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
本

日
の

参
加

者
 

 
 

 
行

仙
宿

か
ら

下
山

 
 

 
 

登
山

口
に

到
着
 

 

( 記
；

沖
崎

、
写
真

；
梶

野
、

濱
野

) 


